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種の存続と絶減の認識形成を 日指 し た授業の開発- 生活科での授業実践の可能性の検討一 
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Studies. 
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小学校生活科において, 現生生物の生命の理解を目指 し た取り 組みを基盤と し , さ らに理科での 「生命 ・ 地球」 と いっ

た概念へも接続が可能な形で, 地球上の過去から現在までの生物の命のつながり に関する理解を目指 し た授業の可能性を

検討 した。 小学 2 年生を対象に, 実物化石の回覧や 「いのちのれき しすごろ く」 の実施を取り入れた授業を実践した。 昔

の生き物の形が化石で残っ ているかについての問いでは授業後に 8 割台の正答率が得 ら れていた。 また, 授業後にす ごろ

く 教材が提示 さ れた場面で , 授業で取り 上げた生物 4 種のどれに該当するのか全て正 し く 正答でき た完全正答者も 7 割ほ

ど見 ら れた。 種の絶減についての理解 を深めるための実物教材であ る化石について , その成立過程や種類な ど, どの範囲

ま での理解を目標と す るのかを再口今味す るこ と が課題であ る。 
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問題と目的

小学校生活科の授業実践研究において, 現生生物の生

命の理解を目指 し た取り 組みを基盤と し , さ ら に理科で

の 「生命 ・ 地球」 へも接続が可能な形で, 地球上の過去

から現在までの生物の命のつながり に関する理解を目指

し た授業の開発が行われてい る (吉國 ・ 黒岩 ・ 小倉 , 
2016, 以下では前研究と記す) 。

生活科の学習内容のひと つと し て文部科学省 (2008) 
では, 「動物 を飼 っ たり 植物 を育 てた り し て , そ れら の

育つ場所, 変化や成長の様子に関心 を も ち , また, それ

らは生命 をも っ ているこ と や成長し ているこ と に気付き , 
生き物への親し みをも ち , 大切にするこ と ができ るよ う

にする」 と 解説さ れており , 継続飼育 と 関連づけた取り

組みがな さ れてい る。 例えば, 本研究の著者のひと り が

担当する学級においても , 前研究時から 2 年生ク ラ スで, 
教室の水槽で水生動物を継続飼育 し , 道徳でも絵本をも

と に し ながら人と人と の 「命のつながり」 の学習 を行う

な ど, 現生生物の生命の理解を目指 し た取り 組みがな さ

れていた。 前研究ではこ れらの取り 組みを基盤と し , さ

ら に理科での 「生命 ・ 地球」 と い っ た概念へも接続が可

能な形で , 地球上の過去から現在までの生物の命のつな

がり に関する理解を目指 し , 化石を用いた授業 を開発 し

よ う と試みた。 このよ う な前研究の結果, 化石を活用 し

た活動を取り 入れるこ と によ り , 2 年生児童に 「岩と か

化石に興味 をも っ ても ら う こ と」 と いう 目標は, 概ね達

成さ れた。 しかし , 前研究の課題点と し て次の 2 つが挙

げ ら れた。 課題点 1 : 化石そのも のが示 し てい る こ と

(例 : 大昔に生物が存在 し た証拠である) の理解が十分

と はいえ なかっ たこ と。 課題点 2 : 生物の命のつながり

を理解する と はどう いう こ と か, 具体的な教育目標の吟

味と評価課題の改善の必要性があるこ と。

そこ で授業 プラ ンを改善 し , 実物化石を子 どもたちに

回覧し (千葉県立中央博物館所蔵 「生命と大地の歴史を

体感する化石キ ッ ト」 や民間教育団体 「わかる授業研究

会 日曜会」 所有の実物 ノ ジユー ル化石) に触れさせた

り , 第 1 著者所有のア ンモナイ ト化石を金槌でたたかせ

て , ア ンモナイ ト 化石がかたい こ と や石の中にア ンモナ

イ ト を見つけ ら れるこ と を体感でき る機会をつ く ろう と

計画し た。 さ らに前研究では, 加藤 (2003) の実践で用

い ら れた 「太陽系 ・ 第三惑星の歴史」 の色塗り 活動 を取

り 入れたが, 「人間の時代」 が他の生物種が地球上で存

続 し た時間と比較 し てと ても短い期間であるこ と は, 小

学 2 年生に実感させるこ と が困難であっ た。 本研究では

新たに, 「いのちのれき しす ご ろ く 」 と いう 教材を作成

し , 子 ども たちがス タ ー ト から ゴールまでにサイ コロ を

何度ふっ たかの違いで , 種が命 をつないで き た期間の長
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短が実感させら れるのではないかと計画 し た。

本研究の目的は, 小学校低学年児童を対象と し て, 次

のこ と を実現可能と するよ う な授業 を開発す るこ と であ

る。 1 . 大昔, 様々な生き物がいて, 生き物の形が化石

で残 っ てい るこ と がわかるこ と。 2 . 生き物の命のつな

がり に関連 し て , 「連続」 と 「断絶」 と がわかるこ と 。 

さ ら に, 上記 2 の目的 をよ り 具体的に本実践に即 し て記

し た も のと し ては, 2-(1) 命のつながり に関連 し て , 魚

は ヒ ト よ り も連続 し た時間が長いこ と がわかるこ と , 2- 
(2) 命のつながり に関連 し て , ア ンモナイ ト と恐竜は, 
絶減し たこ と がわかるこ と を目指 し た。 

方法

対象 : M 市立 A 小学校 2 年生18名。 授業実践の行われ

た時期 : 2017年 3 月。 手続き : 事前調査→命の 「連続」

と 「断絶」 の理解を目指した授業 (約 8 授業時数) →事

後調査。 なお, 本実践を行う にあたり , 予め学校長に共

同で授業研究を行う 目的について説明 し許可を得た。 授

業は共同研究者の 1 名が実施し た。 授業の様子の ビデオ

撮影と授業記録の作成も許可を得て行つた。 授業記録で

は児童は全て匿名で記載さ れ個人が特定さ れないよ う 十

分配慮 し た。 以下では, 各セク シ ョ ンの概要について説

明する。

事前調査は, 大き く 2 つの問いから構成 さ れていた。 

具体的には 1 . 生物化石を見た経験の有無, 2 . 化石と

古生物に関する正誤課題であっ た。 生物化石を見た経験

の有無につい ての問いでは , 「 こ れま で にあな たは , 生

物の化石 を見たこ と があり ますか」 と尋ね, 「実物 を見

たこ と があ る」 と い う 人につい ては, 「化石 を どこ でみ

ま し たか。 化石 を見たと きのこ と を教え て下 さい」 と 追

加で説明 を求めた。 次に, 化石と古生物に関する正誤課

題の概要を Table t に示す。 

Table t 化石と 古生物に関する正誤課題の概要

【化石と古生物に関する正誤課題】

( 1 ) かたい石の中から も , 化石は見つかる。 ( 0 )
( 2 ) 昔, き よう り ゅう が, 本当にいたし よう こ は, ある。 

( 0 )
( 3 ) 大きなき よう り ゅう が, 今の地球上にも , 1 匹は生き

ている。 ( X )
( 4 ) き よう り ゅう の化石を し らべれば, そのき よう り ゅう

の体が どれ く ら いの大 き さ だ っ たかわかる。 ( 0 )
( 5 ) 昔, 地球上に人間がま だひと り もいなかっ た時, 海の

中では魚が, も う およいで く ら し ていた。 ( 0 )
( 6 ) ア ンモナイ ト が, 今の地球上にも , 1 匹は生き ている。 

( x )
* ( 1 ) から ( 5 ) の問いは事前と事後で共通。 ( 6 ) は事

後調査のみ実施。

* 各問いの末尾の ( ) 内に記 さ れた 0 ま たは X は, 本研

究で正答 と みな し た反応例。 

授業の概要は以下のと おり であった。 1 . 実物化石の

回覧 ( 1 授業時数) : ( 1 ) 千葉県立中央博物館所蔵

「生命と大地の歴史を体感する化石キ ッ ト」 , ( 2 ) 民間

教育団体 「わかる授業研究会 日曜会」 所有の実物化石

( ア ンモナイ ト が入 っ てい る ノ ジユールを含む) , 第一著

者の所有するア ンモナイ ト 化石を用いた。 2 . 「いのち

のれき しす ごろ く」 をやっ てみよ う ( 1 授業時数) : 命
が過去から現在まで 「連続」 し てい る生物の例 (魚 , ヒ

ト ) と 「断絶」 した例 (アンモナイ ト , 恐竜) を取り 上

げ, それぞれの歴史につい て 1 枚ずつ計 4 枚のす ごろ く

教材を作成し , 配布 した。 なお教材 「いのちのれき しす

ご ろ く 」 を作成す る時 には , ク リ ス ト フ アー ・ ロ イ ド

(2013) の 『生物45億年の物語 ビジュ アル大年表』 の絵

を参考に し た。 3 . 絵本 「のんびり オウムガイ と せっ か

ち ア ンモナイ ト」 (三輪, 2006) の一部を抜粋 し , 紙芝

居仕立てに し たものを視聴 した ( 1 授業時数) 。 4 . 実

物大テイ ラ ノ サウルス図を提示 した ( 1 授業時数)。 5 . 
珪藻土からの化石探し ( 2 授業時数) : 実践者が採取 し

た鹿児島県産珪1集土の塊を利用 し , 二人一組で協力 し な

がら活動した。 6 . 化石レプリ カづく り ( 2 授業時数) : 
鹿児島県立博物館所蔵 「 ア ンモナイ ト と 三葉虫のレ プリ

カ セ ッ ト」 を用い て , レ プリ カ作成と彩色 を行 っ た。 こ

のよ う な授業 で と り あげ た教材のう ち のひと つ と し て

「いのちのれき しす ご ろ く 」 ( ア ンモナイ ト ) の概要 を

Figure 1 に示す。 

次に, 授業 プラ ンで取り 上げた発問のう ち , 授業前半

部の発問 1 ~ 4 を Table 2 (a) に示す。 

Table 2 (a) 授業前半部の発問概要

1 . 先生が手に持 っている ものは, 何だろ う 。

「う ずまき石」 と , よぶ人もいます。

むか し の人は , こ の石 をみて , 「へ びが石 に な っ た も ので

はないかな」 と考えま し た。

こ れは , 何だ ろ う か。 

2 . 「 ア ンモナイ ト」 は, 大昔の海に生き ていた生き も の

です。

ア ンモナイ ト は, イ カや タ コのなかまです。

う ずま き のよ う なかたいからの中には, やわらかい体がは

い つていま し た。

大昔に死 んだア ンモナイ ト が, 海の底で , すなや どろにう

まり ます。

う ま っ た体のう ち , かたいから だけが, 長い時間をかけて, 
カ チ コ チの石にな り ます。

それが, こ の化石です。

実際に, ア ンモナイ ト の化石 を手に持と う 。

( 1 ) かたいかな , やわらかいかな ?
( 2 ) においはす るかな ?
( 3 ) 石 をわっ てみる と , 力チ コ チの石の中に , 本当 に ア
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Figure 1 「いのちのれき しすごろ く」 (ア ンモナイ ト) の概要ニンモナイ ト を見つけ ら れるのだ ろ う か。 き みは, どう お も

う ? 

3 . 大むかしのちき ゆう には, ヒ ト はま だいませんで し た。 

で も海には , 魚 も ア ンモナイ ト も , い つし よに く ら し てい

ま した。

( 1 ) 魚は, 大昔から海の中で , 親が卵 をう んで子がう ま

れ, その子がまた親になって卵 をう むと いう かたちで, ずっ

とずっ と長い間, 命のバ ト ンをつないでき ま し た。

「 1 . 命のれき しす ごろ く ( さかな)」 をみよ う 。 ゴール

は, 今, 2017年です。 ス タ ート から ゴールにた どり つけ る

ま で , す ごろ く を何度 も ふっ て , すす も う 。

( 2 ) 「 2 . 命のれき しすごろ く (ア ンモナイ ト )」 をみよ

う 。 やはり ゴールは, 今, 2017年です。 ス タ ート から ゴー

ルにた どり つけ るかな。 す ご ろ く をふっ て , すすめてみよ

う o

( 3 ) 「 3 . 命のれき しすごろ く (き よう り ゅう )」 もやっ

てみよ う 。

( 4 ) 「 4 . 命のれき しすごろ く ( ヒ ト )」 もやってみよう。 

4 . 命のれき しす ごろ く をやっ てみて , みなで考え よ う 。

( 1 ) 命のバ ト ンが今で もつながっ てい るのは , 魚 , ア ン

モナイ ト , き よう り ゅう , ヒ ト のう ち , どれだ っ たかな。

( 2 ) 命のバ ト ンがと だえ て し ま っ ていたのは, 魚 , ア ン

モナイ ト , き よう り ゅう , ヒ ト のう ち , どれだ っ たかな。 

・ 今はも う いない, ア ンモナイ ト やき よう り ゅう が, 昔 ,
地球上に く ら し ていたこ と を , ぼ く ら にお し え て く れる

も のは , 何だ ろ う 。

( 3 ) 魚と ヒ ト は, どち らが命のバ ト ンが長 く つながれて

き たのかな。 

ヒ ト はす ごろ く では 1 回であがっ て し まいま し たね。 あ っ

け なか っ た。 で も実際には , ひと つ前が親, ふたつ前がお

じいち やん ・ おばあ ち ゃ ん, みっ つ前がひいお じいち ゃ ん, 
ひいおばあち やんと さかのぼっ てい く と , およ そ4000回 ぐ

らい , 命がず っ と つながっ て続いてき たのです。 

次に, 授業後半部の発問 5 ~ 9 を Table 2 (b) と し て

示す。 

Table 2 (b) 授業後半部の発問概要

5 . 絵本紙芝居 「せ っかち ア ンモナイ ト と のんびり オウム

ガイ」 をみよ う 。 

6 . ア ンモナイ ト が海の中で主役だ っ た と き , 陸の上の主

役は, 恐竜で し た。 テイ ラ ノ サウルス を し っ ていますか ? 
体育館に , 実物大のテ イ ラ ノ サウルスの絵がか ざっ てあ り

ます。 見に行こ う ! 

7 . 今日は, ア ンモナイ ト の化石のそ っ く り さ ん ( レ プリ

カ と いいます) をつ く り ます。 見本 をみてみよ う 。 

8 . つぎのよう な方法でつ く り ます。

準備 : ひと り ひと つ型 を机の上に, たいらにおきま し よ

う o

① せっこ う が入ったカ ップをひとり 1 個ずつとりま しよう 。

② べつのカ ッ プに水 をせんま でいれま し よう 。

③ 水をいれたカ ップに, せっこ う を, そっといれま し よう 。

④ みずにいれたせ っ こ う を , は し で よ く かき まぜま し よ

う 。 こぼさ ないよ う に注意し よ う 。

⑤ 水にまぜあわせたせっ こ う を , 型のなかになが し こ み

ま し よう 。 
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l⑥ う ごかさずに, そっ と おいておき ま し よう 。 l 
【 発展 】

9 . 先生がさがし てき た石から化石を見つけてみよう 。 う

ま く 見つかるかな。 

さ ら に, 事後調査は, 6 つの問いから構成 さ れていた。 

具体的には, 1 . 化石と古生物に関する正誤課題, 2 . 
紙芝居視聴の感想, 3 . テイ ラ ノ サウルス図の感想, 4 . 
化石探しの面白 さ評定, 5 . 化石レプリ カ作り の面白 さ

評定, 6 . す ご ろ く 提示場面におけ る命の 「連続」 と

「断絶」 の理解課題であっ た。 化石と古生物に関する正

誤課題は, 小問 ( 1 ) から ( 5 ) は事前調査と同一であっ

た。 小問 ( 6 ) が新たに追加 さ れていた。 この課題の概

要は Table t に示 さ れてい る。 次に, 紙芝居視聴の感想

と テ イ ラ ノ サウルス図の感想につい ては, 各感想欄に自

由記述形式で 「わかっ たぞ」 「ふし ぎだな , も っ と し り

たい」 と 思っ たこ と を書いて も ら っ た。 また, 化石探 し

の面白 さ 評定と 化石 レ プリ カ作 り の面白 さ 評定では , 
「 と て も お も し ろかっ た」 「 まあお も し ろかっ た」 「 どち

ら と も いえ ない」 「ややつま ら なかっ た」 「 と て も つま ら

なかっ た」 の 5 段階によ り 評定 し て も ら っ た。 加え て感

想も自由記述で書け る欄も用意さ れていた。 最後に, す

ごろ く 提示場面におけ る命の 「連続」 と 「断絶」 の理解

課題につい ては, ( 1 ) す ごろ く の読み取り に関す る 3 
つの小問, ( 2 ) 「連続」 と 「断絶」 を 2 枚ずつ含むすご

ろ く 教材が, 授業で取り 上げた生物 4 種のどれに該当す

るのか を そ れぞ れ選択回答 を も と めた ひ と つの小 問 , 
( 3 ) す ごろ く 教材中に記 さ れた 「 ス ト ッ プと ま れ」 の

x 印につい て , 地球上で どんなこ と がおき たか思いつい

たこ と を自由記述 し て も ら う 小問から 構成 さ れていた。 

結果と考察

( 1 ) 事前調査

授業前に, 生物の化石を見た経験の有無を尋ねた。 実

物を見たこ と があると答えた児童は 2 名 (11%) , 写真

は見たこ とがある者が 5 名 (28%) だった。 実物も写真

も見たこ と がない , ま たは, おぼえ ていない児童が11名

(61%) であ っ た。 授業前には, 約 6 割の児童が, 生物

の化石の具体例について, 想起するこ と は難しい状況で

あ っ た。

化石 と古生物に関す る正誤課題では, 「かたい石の中

から も , 化石は見つかる」 かは, 15名 (83%) が正答 し

た。 「昔, き よう り ゅう が, 本当にいた し よう こ は, あ

る」 が16名 (89%) , 「大きなき よう り ゅう が, 今の地球

上にも 1 匹は生き ている」 かは, 15名 (83%) と 8 割以

上が正答であ っ た。 他方, 「 き よう り ゅう の化石を し ら

べれば, そのき よう り ゅう の体がどれく らいの大き さ だっ

たかわかる」 は10名 (56%) , 「昔, 地球上に人間がまだ

ひと り もい なかっ た時 , 海の中では魚が, も う およい

で く ら していた」 が12名 (67%) と , 5 割から 6 割台に

正答率が留ま っ ていた。

( 2 ) 事後調査

こ こ では, 事後調査の課題中から , 特に目標に関連が

深い課題を取り 上げる。 まず, 化石と古生物に関する正

誤課題 に つい て , 事前か ら 事後への正答数の変化 を

Table 3 に示す。 命のつ ながり に関連 し た 「連続」 と

「断絶」 の理解につい ては, 事前で正答率が 6 割台 だ っ

た小問 (人間がいなかっ た時, 海で魚が く ら し ていた) 
を含め, 授業後には約 9 割と高い正答率が見られた。

他方, 昔の生き物の形が化石で残っ てい るこ と の理解

については, 事前で正答率が 5 割台だっ た小問 (化石調

べれば恐竜の体の大き さ わかる) は, 授業後には 8 割台

の正答率が得 ら れていた。 しかし , 固い石から も化石が

見つかるこ と の小問は, 授業後の正答率が56% と なっ て

いた。 今回の授業内では, 固いノ ジユー ル中から見つかっ

た化石に触れる体験 (第 1 時) と , 比較的柔らかい珪藻

土から化石を探し出した体験 (第 5 時) の双方を経たこ

と が, 事後にこ のよ う な児童の反応 を生み出 し た原因の

ひと つではないかと 推察 さ れる。

次に , 「す ご ろ く 提示場面におけ る命の 「連続」 と

「断絶」 の理解課題」 につい て , す ごろ く の読み取り に

関する小問 4 つは, 全て約 9 割の正答率だった。 すごろ

く を提示 さ れた場面では, 命が続いてき た長さ について, 
生き物毎に長短があ るこ と は, ほぼ全ての児童が読み取

れてい た。 ま た, 「連続」 と 「断絶」 を 2 枚ずつ含むす

ごろ く 教材が, 授業で取り 上げた生物 4 種のどれに該当

す るのかについても , 授業後 7 割から 8 割台の正答率で

あっ た。 生物 4 種全てが正 し く 正答でき た完全正答者も

Table 3 化石と古生物に関する正誤課題への回答数

音の生き物の形が化石で残っ てい るこ と についての理解 命のつながり に関連 した 「連続」 と 「断絶」 についての理解 

問い 
回答 

(1) 
事前 事後 

(2) 
事前 事後 

(4) 
事前 事後 

(3) 
事前 事後 

(5) 
事前 事後 

(6) 
事前 事後 

0 15(83.3) 10(55.6) 16(88.9) 18(100) 10(55.6) 15(83.3) 1(5.6) 2(11.1) 12(66.7) 17(94.4) - 2(11.1) 
x 2(11.1) 5(27.8) 1(5.6) 0 5(27.8) 3(16.7) 15(83.3) 16(88.9) 3(16.7) 0 - 16(88.9) 

1(5.6) 3(16.7) 1(5.6) 0 3(16.7) 0 2(11.1) 0 3(16.7) 1(5.6) - 0 
その他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 - 0 

計 18(100) 18(100) 18(100) 18(100) 18(100) 18(100) 18(100) 18(100) 18(100) 18(100) - 18(100) 

*事前調査→事後調査の回答数, カ ツコ内数字は%。 
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13名 (72%) 見ら れた。 続いて, すごろ く 教材中に記さ

れた 「 ス ト ッ プと ま れ」 の x 印につい ての認識の様相 を

探るため, 事後調査結果の自由記述を整理し た。 回答概

要を Table 4 に示す。 

Table 4 「 すごろ く 提示場面における命の 「連続」 と

「断絶」 の理解課題」 における自由記述の概要

【 I 原因 (環境の激変) &結果 (断絶) に言及者 ( 8 名) 】
1 . いんせきが, おちてき て, ぜんめつ し た。

2 . ち き ゆう にいんせきがおち て ア ンモナイ ト と き よう り ゅ

う がぜつめつ し た。

3 . いんせきがおちてき よう り ゅう たちがぜんめつ し た。

4 . いん石がおちてき よう り ゅう たちはぜんめつ し た。

5 . いん石がおちたと き き よう り ゅう たちがひっ しでにげて

いてき よう り ゅう たちがいた く にがぜつめつ し たんだな と思

いま し た。

6 . ①いんせき がおち て , ぜんめつ し て し ま っ た。 ② さ む く

て死 んで し ま っ た。

7 . いんせきがおち て , き ゆう げき に さ む く な っ て , ぜつめ

つ し た。

8 . ①いんせきがふっ たから , ぜんめつ し た。 ②ちき ゅう の

だいたいがこ お っ たからぜんめつ し た。 ③ じ ゆう で , う たれ

たからぜんめつ し た。

【 II 環境の激変のみに言及者 ( 8 名) 】

1 . いんせきがおちてき よう り ゅう ア ンモナイ ト がのみこ ま

れた。

2 . う ち ゅう からいん石がおちてきてちき ゅう 上がすごいこ

と にな っ たのだ ろ う 。

3 . ①たいふんか し たから②ば く はつ し たから

4 . 山がふんか

5 . ちき ゅう にでかいいんせきがおちてき た。

6 . ちき ゆう はいん石がおちてから雪り おおわれた。

7 . ①いんせきがおちた。 ②せかいがこ お った③つなみがお

き た④かざんがふんかし た⑤ じ し んがおき た⑥木がたおれた

⑦山から岩がこ ろがっ てき た。

8 . いん石のはへんがおちてき てつなみがき た。

【 III その他 ( 2 名) 】

< 断絶にのみ, 言及し た者 ( 1 名) >
1 . ぜんめつ し た。

< 原因 (環境の激変) にも , 結果 (断絶) にも言及な し ( 1 
名) >
2 . (無回答) 

地球環境が激変 し たこ と と その結果と し て種が断絶し

たこ と が起き たこ と , こ れら両方について説明でき た者

が 8 名 (例 : いんせきがおちて, き ゅう げきにさむく なっ

て, ぜつめつ し た) 見ら れた。 環境が激変 し たこ と のみ

説明 し た者が 8 名見 ら れた (例 : 山がふんか) 。 その他

の回答は 2 名だった。

事後調査における他の課題に関し て, 化石探しの面白

さ評定と化石レ プリ カ作り の面白 さ評定の結果について

それぞれ簡潔に述べる。 まず, 化石探 しの面白 さ評定で

は , 「 と て も お も し ろかっ た」 には 5 点 , 「 と て も つま ら

なかっ た」 には 1 点 と いう よ う に 5 段階の各評定値に対

応 し て 5 点から 1 点 を与え平均値を算出 したと こ ろ , 平

均値は4.72 (SD= .67) であ っ た。 人数分布 をみると , 
3 . どちら と もいえないが2 名 (11.1%) , 4 . まあお

も し ろかったが 1 名 (5.6%) で, 他の15名 (83.3%) が

5 . と て も お も し ろかっ たと 評定 し てい た。 化石 レ プリ

カ作 り の面白 さ 評定も同様に 5 段階で評定 を も と めたと

こ ろ , 平均値は4.89 (sD= .32) であっ た。 人数分布 を

みると , 4 . まあおも し ろかっ たが 2 名 (11.1%) で, 
他の16名 (88.9%) が 5 . と てもお も し ろかっ たと 評定

した。 化石探しの面白 さ評定と化石レ プリ カ作り の面白

さ評定のいずれにおいて も , 評定平均値が4.7から4.9 と
非常に高 く , と て もお も し ろかっ たと評定 し た者が多数

をしめていた。 授業に取り入れた化石に関する実習活動

が, 多 く の低学年児童に興味深 く 受け止めら れていたこ

と が伺え る結果だっ た。

( 3 ) 授業におけ る児童の様子

第 1 時は じめには, ア ンモナイ ト の実物化石 2 つを教

室前方のテ レ ビ画面に映 し て提示 した。 そ し て教師の方

から 「 さ て , こ れ, な んだと 思います ? 知 つてい る人は, 
ち よつと だま つと い て。 何に見え る , こ れ」 と見え方 を

尋ねた。 す る と , 児童 ら からは, 様々な現生動物の体の

一部に似てい る と 表現す る発言 (例 : 「 ヵ タ ツ ムリ」

「ヤスデ」 「 タ コの足」 「 タ ツノ オト シゴ」 「リ スのし っぼ」) 
が次々と 出さ れた。 本研究の対象と な っ た低学年 ク ラ ス

におい ては , ア ンモナイ ト の化石の実物が提示 さ れた場

合に, 古生物がかつて生き ていた痕跡であると の判断が

皆に自明なわけではな く , 現世動物の体の一部と し て認

識す る児童が少なからず存在 し ていたこ と がわかっ た。

次に 「大昔, 様々な生き物がいて, 生き物の形が化石

で残 っ てい るこ と がわかるこ と」 と いう 目標に沿っ て, 
第 1 時の発問 2 でアンモナイ ト の化石の実物を活用 した

取り 組みを行 っ た様子について着目す る。 特に, ア ンモ

ナイ ト の化石の実物 を手で触っ て感触を確かめてい る場

面 , ノ ジ ユー ルの石の中に ア ンモナイ ト の化石が実際に

入 っ てい るこ と を確かめてい る場面, 先生の私物であ る

ア ンモナイ ト の化石の実物を実際にロ1]いてみて堅いこ と

を確かめてい る場面, こ れら 3 つの場面での児童の発言

概要を Table 5 (a) , Table 5 (b) , Table 5 (c) に示す。

まず Table 5 (a) では, 全員の児童に実物化石を手渡

し , 教師が 「手で触っ た感 じ , どう ? 」 と 尋ねてい る

(発言 4 ) 。 児童らは, 「つるつる」 「冷たい」 と いう 感触

を味わい ながら , 「触ら し て , 触ら し て ! 」 と 積極的に

実物化石に触れている様子が見受け ら れた。 (発言 5 , 
6 , 10) 。 ま た, 実物化石が固いこ と について , まずは

手で触 っ たこ の段階では, 「かた一 い」 「バー ンと やっ て

も, われそう じやない」 「われそう」 (発言13, 15, 17) 
と , 手でふれた感触と し て どの程度固そう かについて児
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Table 5 (a) ア ンモナイ トの化石の実物を活用 した取 り組み (その 1 ) 
No. No. 舉言 

1 

2 

3 

4 
5 
6 
7 

9 
10 
11 
12 
13 
14 

(*先生が, 全員の児童に, 実物化石を手渡 してい る) 

C : こ れ, ジュ ラ 紀つて , ト リ ケラ ト プ スな んかと 

T : ふた をそ っ と あけて , 大事に扱っ て く だ さい ね, そ っ と あけて ご 

ら ん, 

T : ・ ・ ・ はい , 注目, 手で触っ て , そのまま触っ て , 手袋はい り ま 
せん, 

T : 手で触っ た感 じ , ど う ? 
C : つ るつ る して る , 
C : 冷たい, 
T : では, 交代で触っ てみて く だ さい , 
c : 僕の割れそ う なのがあっ た, 
(先生が, 交換する) 

C : 触 ら して , 触ら して ! 
T : はい , じやあ, 質問を します, 
T : 触っ た感 じで , かたいですか, やわらかいですか ? 
C s : (一斉に) かた一い, 
T : かたい, どんな風にかたい ? 
C : な んか, バー ン とやっ て も , われそ う じやない . 

16 T : おおっ , バー ンとや っ て も , われそ う じやない , 

17 C : われそ う , 

18 C : 僕の ヒ ビが入つて た , 

19 C : 砂みたいなのが見えて る , 

20 C : 石が見えて る, 
21 C : な んか, ねっ ち よ, ねっ ち よ して た, 
22 T : ・ ・ ・ それは, 後 ろに (ケース を) く っ つけてい るやつだね, 
23 C : こ こ にはなみたい な形がある , 
24 C : ア ンモナイ ト がなんか平べつたい, 
25 T : 平べつたい と こ ろがある , 
26 C : つぶつぶ 

27 T : つぶつぶ してい る , 
28 C : ザラ ザラ してい る, 
29 C : こ こ にチ ョ コ ツと , で っ ぱっ て る と こ ろがある , 
30 C : 裏がガラ スみたいに ツル ツル してい る , 
31 C : 砂 と石がま ざっ てい る , よ う な . 

Table 5 (b) ア ンモナイ トの化石の実物を活用 した取り組み (その 2 ) 
No. No. 

1 

2 

3 

4 
5 

7 
8 

9 
10- 
11 
12 

T : も しか した ら , この中に , 化石があるかも しれないっ て , 観察 し 

て , 石の目つてい う のがあるんだけ ど, 
C : め ? 
T : それをみつけてね, あっ このへんにっ てい う と こ ろに 
(たがねを) あてて ね, 

T : わっ ていい ? 
C : いいよ , いいよ , 
T : おっ (かけ声) , 
C : おおっ , す ぐわっ た , 
c : わわあああああ一 (大歓声) 

C : ア ンモナイ ト だ 

C : わ一, やばつ 

C : やばつ 
T : こ んな して , (石の中に化石が) 入っ てい るの, 
C : 先生 , それ , わざと あけたの ? 

14 

15 

16 

17 
18 
19 
20 
21 

22 

23 
24 
25 
26 

T : これ, 先生がわっ たん じやな く て , これを見つけた人が 

C : や っ ぱね, 
T : 縦にわると , われた方向が, ア ンモナイ ト はひ らべつたいから , この 

方向に割っ たら , きれいに出て く るかも しれないなあっ て , 
C : すつご一い ! 
T : じ や, こ れ 1 班 さ んに, 触 ら して あげます, 
( ノ ジュ ール型化石 を , 班に配る , ) 

C : いい な あ, で かいの, 
(わいわい) 

C : 先生, アンモナイ ト がはみ出 してい る し, 割れそ う で , 割れない , 

C : 小倉先生, 割れない, 
C 3 : 先生 , なんで こ んなに, かたいの ? 
C 3 : 先生, 先生, めつちや冷たい, 
T : 石だ も ん, 

Table 5 (c) ア ンモナイ トの化石の実物を活用 し た取 り組み (その 3 ) 
NO. N O. 

1 

2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 

9 

10 
11 
12 

T : じやあ, こ っ ち を見て ごら ん, こ れ, Y 先生が, 持つて きて く れ 
たの, ほら , 石に (ア ンモナイ ト がた く さ ん) 埋ま っ て る, 

C : 先生, 小さい, ア ンモナイ ト

(各班ごと に, この化石 も さ わらせてい る) 

c : 赤ちやんがいたよ , 赤ちやん, 

C : べイ ビー, べイ ビー , 

C : 先生, それ, ア ンモナイ ト の家族 ? 
T : おお , 家族みたいだね, 何匹 もかたまっ てい るからね, 
C : き よ う れつ一 
T : Y 先生が, 持っ て き て , ( Y 先生の私物の化石は) コ ン コ ン して 

いいよっ て, 言っ たので, 

C : ええっ (一斉に, 後 ろの参観席 Y 先生の方 を見る) 
Y 先生 : いい, 全然かまわない, 
* 児童がひ と り でて きて , たた く , 
C : いいなあ. 

14 

15 

16 
17 
18 
19 1 
20 
21 

22 

23- 
24 
25- 

T : 耳をすませといて , 

C : (児童のひ と り がたた く , カチ カチ) 

T : せ一の 

(再び, 児童のひ と り がたた く , カ ンカ ン) 

T : せ一の 

( さ らに児童がたた く , カ ンカ ン) 
T : (他の児童に向かっ て) 一列にな らんで ご らん, 
(全員が, ひと り ずつ前に出てき て , たた く , ガ ン, ガ ン) 

C : お も し ろい ! 

C : 思いっ き りやっ ていいの ? (ガン, ガン, ガン, ガ ン) 
C : ええっ , 割れない, 俺がやっ たのに ! 
c : 俺, 力づ く だっ た, 
C : (驚きの声で) 割れてない, (ワイ ワイ ) 

童はさ ま ざまな程度で固さ を予想 し ていたこ とが伺え る。

続いて Table 5 (b) では, 丸い石の塊の中にア ンモナ

イ ト の化石が埋め込まれてい るノ ジユー ル型の実物化石

を提示 し , 予め割 ら れてい た割 れ目にそ っ て教師が石 を

割 っ て , 石の中から ア ンモナイ ト の化石が見つかる こ と

を児童に示 し てい る。 児童ら は, 喜 び大歓声 をあげてい

た (発言 8 , 10, 17) 。 その後で, 全部の班にノ ジユー 

ル型の実物化石 を配布 し , 児童らは 「 なんでこ んなに, 
かたいの」 「めつち や冷たい」 と化石がま さ に石であ る

こ と を体感していた様子が見られた (発言24, 25)。

さ ら に Table 5 (c) では, 学外から借用 し た化石では

な く 第一著者所有の化石のみを提示 した。 そ して, 金槌

で化石自体をたたいてみるこ と を通 し て化石の硬 さ の程

度を確かめる体験活動を, 児童全員で行った。 男子児童

らは, 「ええ っ , 割 れない。 備がやっ たのに ! 」 「備, 力

づ く だ っ た。」 「割 れてない。」 と , 化石の固 さ が予想以

上に固いこ と を体感 し , と て も驚いた様子であっ た (発

言24, 25, 26) 



種の存続と絶減の認識形成を目指した授業の開発

Table 6 (a) 「 いのちのれき しすごろ く」 を活用 した取 り組み (その 1 ) 

No. No. 

1 

2 
3 
4 

5 
6 
7 
8 
9 
10 
11 
12 
13 
14 
15 

16 

17 
18 
I Q 

T : じやあね, 今 , 4 つの (す ご ろ く ) をや り ま し たけ ど, 4 つのを 

全部な らべて ごら ん, 

ア ンモナイ ト , 魚 , 恐電 , 人の順に , ・ ・ ・ 

T : じやあね, それ を見比べて ご ら ん, 

T : 黒板 を ち よつと みて く だ さい , 

T : ア ンモナイ ト はどこ までい っ た, ス ト ッ プっ ていっ てね, 

(先生が前でたどっ てい る) 
T : こ の線がつづいてい るの, 何 ? 
T : 命が ? 
C s : つながっている ! 
T : つ ながっ てい るんだね, つ ながっ て , つながっ て , つ ながっ て 

C s : ス ト ッ プ

T : Xは ? 
C : 命のつながり が切れた, 
T : 次の魚は ? ス タ ー ト どこ だっ た 

C : 同 じ 
T : 4 億年前, こ こ から ス タ ー ト して , つながっ て , つながっ 
て ・ ・ ・ ス ト ッ プい つて よ , 
C s : ス ト ッ プ
T : ゴールは, なんて書いて ある ? 
C : えっ と , 今, 2 0 1 7 年. 

20 

21 
22 
23 

24 
25 
26 
27 
28 
29 
30 
31 
32 
33 
34 

35 

36 
37 

T : 今つてなに ? 

C : 今, 

C : 今の時代に住んでい る, 

T : 今の魚は ? 
C : ま ぐ ろ C : かつお C : あ じ C : サメ C : サンマ 

C : シヤチ 
T : 恐竜のス ター ト どこ ? 
C : えっ と , 1 8 
T : 1 8 スター ト だね, 
T : なんで , ス ター ト が違 うのかなあ ? 
C : だっ て , 恐竜は, (魚やア ンモナイ ト よ り も) あと に生まれたから , 
T : じ やあ, 恐竜は , ア ンモ ナイ ト よ り も あと に生まれた と い う こ と だ 

C s : ス ト ップ
T : どこ と似てい る ? 
C : ア ンモナイ ト
T : ア ンモナイ ト と 

C : 同 じ 

T : 同 じ頃 どう したの ? 
C : 同 じ頃に絶滅 した, 
T : 同 じ頃 , 絶滅 し た. 

Table 6 (b) 「 いのちのれき しすごろ く」 を活用 し た取 り組み (その 2 ) 

No. 発言 No. 発言 

1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 

9 
10 
11 
12 
13 
14 
15 

T : じ やあ , 人は ? 
C : ずっ と 

T : 人の ス タ ー ト は ど こ ? 
C s : 4 0 
T : ゴールは ? 
C : い ち ( だけすす めば ゴール) 
C : 4 1 
T : じ やあ , 問題 で す , こ の (す ご ろ く に書い た線 の) 長 さ っ て , 何の 

T : : ・ ・ ・ こ の線 のつ な が っ て い る長 さ っ て , 何の こ と で す か ? 説明 

し て も ら っ ていい ? 
C : 生き た長 さ , 
C : 生 ま れた か ら絶滅 し た 日ま で の長 さ 
C : 別 に人間は , 絶減 し て ない じ やん . 
c : 命の歴史の長 さ , 
c l : 生 ま れて か ら 絶減 し た ま で の長 さ , 
T : 人間 , 絶減 し て ます ? 

16 
17 
18 
19 
20 
21 
22 
23 

24 
25 
26 
27 
28 
29 

C s : いいや 
T : じ やあ , 絶滅 

C I : いや ちが う , 人間以外 . 
C : な んで , 魚 も (絶滅 し て い ない ) じ やん , 
T : こ の長 さ , 君 た ちが言 っ て く れ た , み ん な正解 で す ね , 
T : いの ちがどれだけつ ながっ て き たか, 
T : x の と こ ろ は , 絶減 し て し ま っ た , 
T : な が一 く て , ず一 つと つ な が っ て , 今 も命 がつ な がっ てい る のがい 

魚 み たい な生 き も の と か , 人間は , ス タ ー ト は遅 か っ たけれ ど , 今 も 生 き 
て い る , 
T : ア ンモ ナ イ ト は , ず っ と 昔に生 まれ たのだ け ど , 途中で 絶減 し て し 
C : い ない 
T : 生 き て い ない , こ う い う の を表 し て い る っ て こ と だ ね, 
C : い ちばんア ンモ ナイ ト が生き てい る , 
c : ちが う よ , 魚 だ よ , 

今度は 「生き物の命のつながり に関連 し て , 「連続」

と 「断絶」 と がわかるこ と」 と いう 目標に沿っ て, 発問

4 で 「いのちのれき しす ごろ く 」 を取り 入れて学んだ際

の児童の発言概要に着日 し Table 6 (a) , Table 6 (b) に

示す。

Table 6 (a) では, 教師が 「いのちのれき しすごろ く 」

のア ンモナイ ト , 魚, 恐竜, 人の 4 種類 を黒板に貼 っ て

4 つを比較 し ながら授業が行われていた。 魚や人の場合

と は異な り , 恐竜 と ア ンモナイ ト に共通点があ る こ と

(発言33, 35) , そして発言37のよう に 「同 じ頃に絶減し

た」 こ と を児童は確認するこ とができ ていた。 その上で, 
Table 6 (b) で教師は 「いのちのれき しすごろ く」 上に, 
ス タ ー ト から ス ト ッ プま で た どっ た道のり を線で書き込

んだ も の を指 し 「 こ の線のつ なが っ てい る長 さ っ て , 何

のこ と ですか ? 説明 し て も ら っ ていい ? 」 と求めてい る

(発言 9 ) 。 児童らは 「生き た長 さ」 「生ま れたから絶減

し た日までの長 さ」 「命の歴史の長 さ」 「生まれてから絶

減し たまでの長 さ」 と , 「命のつながり」 の意味 を自分

たち なり の表現で説明 し よ う と し てい る姿がみら れた。 

いわゆる 「世代のつながり」 と いわゆる 「種の存続」 の

両方の意味でう け と めら れてい る可能性が指摘 し う る。 

このよ う に実物化石に触れる活動と 「いのちのれき し

す ご ろ く 」 で種の存続と 絶減に関 し て学 んだ後の授業

(第 4 時最後 ) におい ては , 児童 ら の中か ら , c l : 
「 (大声で) 先生, で も さ あ, 今で も ア ンモナイ ト生き て

るこ と に , な る ん じ やないの ? 」 C2 : 「 な るな るな る ! 
だ っ て , だ っ て さ あ , オ ウ ムガイ か ら ア ンモ ナイ ト に

『進化』 し たんだから ! 」 C I : 「そう そう , なるよ ね」

と いう よ う に 「進化」 に言及するやり と り が, 自発的に

行われる様が観察 さ れた。 こ の児童らのやり と り からは, 
過去から現在まで同 じ種の生物 (オウムガイ ) が生き続

け てい るこ と のみな らず, 異な る種に進化 し て絶減 し た

生物 ( ア ンモナイ ト ) であっ ても , 「双方の 「大も と」

を た どっ てい つたな ら ば, どこ かで き っ と 互い につなが

り あ っ てい たはずだ」 と い っ た推論活動 を , こ の児童ら

が行え てい る可能性が伺え た。 

討論

本研究では小学 2 年生を対象と し て, 大昔に様々な生

き物がいて生き物の形が化石で残 っ てい るこ と がわかる

こ と , 生き物の命のつながり に関連 し て 「連続」 と 「断

絶」 と がわかるこ と を日指 した授業の可能性を検討 した。 
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事前調査と事後調査の結果から , 昔の生き物の形が化

石で残 っ てい るこ と の理解については, 事前で正答率が

5 割台だっ た小問 (化石調べれば恐竜の体の大き さ わか

る) は, 授業後には 8 割台の正答率が得ら れていた。 ま

た, 命のつながり に関連 し た 「連続」 と 「断絶」 の理解

についても , 事前で正答率が 6 割台だっ た小問 (人間が

いなかっ た時, 海で魚が く ら し ていた) を含め, 授業後

には約 9 割と高い正答率が見ら れた。

しかし , 昔の生き物の形が化石で残っ てい るこ と の理

解に関連 し て , 固い石から も化石が見つかるかの問いに

ついては, 授業後で も正答率が 5 割台に留ま った。 授業

における異なる 2 種の体験i舌動, 具体的には, 固いノ ジユー 

ル中から見つかっ た化石に触れる体験活動と , 比較的柔

らかい珪藻土から化石を探し出した体験活動の双方を経

たこ と が, 授業後にこ のよ う な反応が生み出 さ れた原因

のひと つと推察 さ れた。

本研究の実践を通し て, 低学年児童を対象と し た 「命

のつながり」 の授業において, 化石と いう 実物教材 を導

入す る こ と によ っ て , 種の存続や絶減につい ての認識の

形成の可能性が示 さ れたと いえよ う 。 既に, 実物教材の

効果検証についての研究は, 例えば, 文章教材と の差違

と いう 観点から行っ た先駆的研究と し て斎藤 (2012) が

挙げら れる。 斎藤 (2012) では, 大学生を対象と し て, 
種子植物の生殖に関するルール学習の成立を目指 し た学

習場面において, 実物 (例 : 植物の種子) や映像 (例 : 
種な し果実に関す る ビデオ) を提示す るこ と が, 興味 を

喚起し , ルールに基づいた適切な事例判断を促進するこ

と が示 さ れてい る。 本研究では, 斎藤 (2012) によ っ て

示 さ れた知見に加え , 少な く と も今回使用 した多面的な

実物教材と しての化石を使用する工夫を行う こ とにより , 
大学生のみならず低学年児童において も認識形成に一定

の寄与が伺え る結果を示 し た意義があろう 。

本研究の課題 と し ては, 「命のつながり」 と い う 言葉

の意味のあいまい さ が挙げら れる。 祖父母から両親, 両

親から子へと い っ た固体間におけ るいわゆる 「世代のつ

ながり」 と いう 意味と , 例えばヒ ト なら ヒ ト と いう 集団

が存続し てい く と いう いわゆる 「種の存続」 と いう 意味

が, 混在し ていたと考え得る。 今回の生活科の授業にお

いては, 結果的に どち らの ( も し く は両方) の認識形成

を目標と し てい るのか, 授業 プラ ン内で使用す る言葉の

意味があいまいなままであ っ た。 こ の原因のひと つと し

ては, 既習である道徳の内容と つなげよ う と し た授業 プ

ラ ン作成時の方針が挙げら れるかも し れない。 も し種の

存続と いう 認識の形成を重視するなら ば, 低学年の道徳

におけ る内容と つなげるのではな く , 生活科におけ る動

物の飼育の内容と つなげ, 例えば, 飼育 し た現生動物は

みなエ サを食べて動い ていた と い う 観察結果 を も と に, 
現代 だけ で な く 大昔の動物は どう だ っ たのかを発展的に

話題に し , その痕跡であ る 「化石」 を調べてみると いう

流れも , 今後検討でき るだろう 。

他に残 さ れてい る課題 と し て ひと つめには, 生物の命

の 「連続」 と 「断絶」 の歴史の 「大も と」 が共通 し てい

るこ と について, 児童らが どのよ う な推論活動 を行い得

るのかを明 ら かに し てい く こ と が挙げ ら れる。 ふたつめ

には, 命の 「断絶」 について理解を深めるために取り 上

げ る化石につい て , その成立過程や種類な ど, どの範囲

までの理解を教育目標と す るのかに照ら し た さ ら な る吟

味も必要と な ろう 。 最後に 3 つめと し て, す ごろ く 教材

を用いた教授活動内で , 児童がある特定の種についてそ

の存続や絶減を どの程度思考 し ながら コ マ を進める活動

し ていたかを , も っ と 再考 し てみる必要がある と 考え ら

れる。 

付記

本研究をすすめるにあたり , 千葉県立中央博物館所蔵

の 「生命と大地の歴史を体感する化石キ ッ ト」 , 鹿児島

県立博物館所蔵 「 ア ンモナイ ト と 三葉虫のレ プリ カ セ ッ

ト」, 民間教育研究サークル 「わかる授業研究会 日曜会」

所蔵の実物化石をお借り し , 授業内で教材と し て活用 さ

せていただきま し た。 心よ り お礼申し上げます。

なお本論文は, 2016年日本教授学習心理学会第12 回年

会, 2017年日本教授学習心理学会第13回年会および極地

方式研究会2018年 3 月学習会にて発表された内容をも と

に, 新たに 「結果と考察」 およ び 「討論」 を大幅に加筆

修正 し て執筆 さ れた も ので あ る。 
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